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子どもの虐待防止オレンジリボンキャンペーン活動

　「18歳になるって どういうこと？」
「成人（おとな）」だとできること、持つことになる「責任」、
楽しみなこと、心配なこと、どんなことでも聞いてみよう！

基調講話　「18歳＝成年。成年すると何が変わる？」
村山  直さん（弁護士・千葉県弁護士会子どもの権利委員会）

第 20回千葉県子どもの人権懇話会

2023 年

11月 5日（日）
13:30 ～ 16:00
                    （開場 13：00）

千葉市きぼーる３階　
こども交流館アリーナ

子ども・若者によるトークセッション
児童福祉施設の子どもたちや卒園者など
ファシリテーター　池口  豊さん（児童養護施設子山ホーム  職業指導員）

同世代の若者によるダンスパーフォーマンス

　2022 年 4 月 1 日から、「成年」年齢は、20 歳ではなく、
18 歳になりました。
　18 歳の誕生日を迎え晴れて成年になった皆さん、生活上
何か大きな変化はありましたか？中にはあまり変化がなく、
成年を迎えた実感がない方もいらっしゃるかもしれません。
ですが、実は、法律上、大きな変化が生じています。
　18歳を迎える前、又は、18歳を迎えて間もないこの時期に、
成年になることで何が変わるのか、変わることで生じるリス
クを回避するためにはどうすれば良いのか等、皆さんが安心・
安全に過ごすために是非知ってほしいことがあります。

申込み方法 「こどもおうえん広場申込み」
お名前・連絡先を明記し定員 100 名

事務局へ電話で申込み　043-205-4046
事務局へ FAX で申込み   043-205-4046
2 次元コードからフォームで申込み

　

➡

第 7回

※一般には「成人」と言いますが、民法では「成年」と言います



■  お問合せ先
NPO法人 ちばこどもおうえんだん内     
ちばこどもおうえん広場実行委員会
〒263-0051 千葉市稲毛区園生町 1107-7　
TEL:043-205-4046  FAX:043-205-4046  
E-mail:chiba.kodomo_ohendan@fuga.ocn.ne.jp

主催　千葉県児童福祉施設協議会　
　　　ちばこどもおうえん広場実行委員会
後援申請中　　
　　　　千葉県　千葉県教育委員会　
　　　　千葉市　千葉市教育委員会
　　　　朝日新聞千葉総局　千葉日報社　
　　　　東京新聞千葉支局　毎日新聞千葉支局　
　　　　読売新聞千葉支局　　

● 新型コロナウイルス感染防止のためマスクの着用・手指の
　 消毒などにご協力ください。
● 感染状況により、変更または中止となる場合があります。

　本年 4月にこども基本法が施行されました。
　「基本的人権が守られ差別されないこと」「愛され保護
されることなど、福祉に係る権利が保障されること」「発
達の段階に応じて、全ての事項について意見表明する機
会が保障されること」「最善の利益が優先して考慮される
こと」などが定められました。来年４月改正の児童福祉
法でも「こどもの意見聴取の仕組み作り」がうたわれて
います。
　そこで、まずは子どもたちの意見を聴こう・・・と、
児童福祉施設の子どもたちや、卒園生など若者たちの意
見を聴きます。法律は子どもたちを守れるのか、子ども
や若者に寄り添う支援とはどういうものか、皆さんとご
一緒に考えたいと思います。
　今年もコロナウィルス感染予防に配慮し、子どもたち
のかわいい歌やダンスはありません。でもきっとまた、
皆の楽しさが詰まった「こどもおうえん広場」にしたい
と思っています。

こどもおうえん広場開催によせて

オレンジバイカーズ活動
オートバイが持つ絶大な存在感とアピール力を活用し、
多くの方に児童虐待防止活動を知ってもらうオートバイ
によるソーシャルアクションです。
毎年、こどもおうえん広場の実施に合わせ、千葉県庁前
で出発式を行い、約 50 名のライダーが Stop Child 
Abuse ！（児童虐待をやめろ）と書かれた揃いのオレ
ンジ色のビブスを着て、児童虐防止のための啓蒙グッズ
を配りながら千葉県内を走り抜けます。
今年は 11 月 5 日 9：00 県庁前を出発、夕方にはポート
タワーをオレンジ色にライトアップ
（詳しい日程は事務局までお問合せください）

オレンジバイクツーリング

昨年の出発式（千葉県庁前）

ＪＲ千葉駅より徒歩 15 分　　京成千葉中央駅より徒歩 5分　　
バスは、中央三丁目下車（バス停前）

会場アクセス
千葉市きぼーる３階　こども交流館アリーナ


